
＜中 1 定期テスト対策＞ －方程式－ 

数学研究所 

【要点】④方程式の応用 

（1）方程式の文章題 

以下の手順で解く。 

〈手順 1〉問題文を読み、何を文字で置くか考える。 

（通常、問われているものを文字で置くことが多い） 

〈手順 2〉等しい関係を探し、方程式を立式する。 

〈手順 3〉方程式を解き、求めた解が問題に適しているかどうかチェックする。 

 

［例］1 個 50 円のみかんと 1 個 120 円のリンゴを合わせて 15 個買い、1240 円払った。 

みかんは何個買いましたか 

 

 

［解］みかんを x 個買ったとすると、リンゴは(15－x)個買ったことになる。払った金額 

について立式すると、 

 

 

 

 

 （答）みかん 8 個  

 

 

（2）いろいろな文章題 

 

① 速さの文章題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②過不足の文章題 

→人数を x人とおいて立式する（問われているものを xとおくとは限らないため、

x がそのまま答えにならない場合があるので注意する）。 
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→ 50×8＋120×7 = 1240 より、 

x = 8 は題意を満たす。 

＜速さの 3 公式＞ 

距離 = 速さ×時間 

時間 = 
距離
速さ

 

速さ = 
距離
時間

 

ポイント！ 

（ⅰ）必ず単位をそろえる 

（ⅱ）速さの文章題は、時間又は距離に
ついて立式することが多い 


